
FEP-VA-N2 取扱説明書Ver.2.03J

12

FEP-VA-N2

8	 各部の名称とはたらき

本体ユニットの構造図

電源ツマミ

列数切替ツマミ

ヒーター部ユニット

押さえローラー

ドライブローラー

取付ベース

高さ調整スプリング

活字受けゴム

電源をON/OFFするとともに押
さえローラーを上下させてプリント
テープを固定解除します

活字の高さを換えて、印字の濃
い・うすいを調整します

使用済みのプリントテープを
送り出します

活字受け台

FEP本体取付ボルト

シーラーの圧着レバー

電源ランプ

活字高さ調整ビス

送り出しローラー 巻取りローラー

活字
ヒーター部ユニット

プリントテープカバープリントテープ

ドライブローラー

ツマミを回して1列 /2 列印字
の切替をすることができます

テープ補正板

テープ補正板

活字を温めて印字をします。
高温のため火傷をする危険
性があります
セラミック部品を使用していま
すので丁寧に取り扱いしてく
ださい

注意

注意
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FEP-VA-N2

FEP-N2

シーラー側での操作シーラー本体の電源プラグをコンセントに差し込み電源ス
イッチを入れてください。シーラーの取り扱いについては、
シーラーの取扱説明書を参照してください。

電源ツマミを右に回してプリンターの電源をONにしま
す。
プリントテープがドライブローラーと押さえローラーで挟ま
れて固定されます。同時にプリンターの電源ランプが点
灯します。

ヒーターが印字可能な状態に温まるまで10～ 15 分お
待ちください。

製品を使用される時は以下の『正しい使い方』をよくお読みいただき、お使いください。
以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となり、たいへん危険です。

9	 正しい使い方

9-1　シーラー本体の電源スイッチをONにする

9-2　プリンターの電源ツマミON

9-3　適温になるまで待つ

列数切替ツマミ

電源ツマミ

100V20A 仕様機

200V仕様機

100V15A 仕様機

MEMO … 工場出荷時に、プリントテープと活字の一部が
プリンター本体にセットしてあります。

MEMO … 活字カセットケースの 1 列分に附属品の
36mmスペーサーをセットすることにより1列
印字ができます。

… その際は、列数切替ツマミで列数を変更してく
ださい。
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濃いうすい

FEP-N2

シーラー側での操作

ヒーター部が印字可能な状態に温まればシーラー本体の
シール部に包材をセットし、シール作業を行うとシールと
同時に印字が行われます。
印字位置は活字受け台の活字受けゴムのある位置で
印字を行います。

印字がきれいにできていない場合は、「11-1…ヒーター
部ユニット（活字）の高さ調整」を参照して、きれいな印
字ができるまで調整を行ってください。

作業が終わりましたらプリンターの電源ツマミをOFFに
し、シーラーの電源スイッチをOFFにしてください。

長時間使用しない場合はシーラー本体の電源プラグを
手で持ってコンセントから抜いてください。

作業終了後は、清掃を行い活字などの部品が傷んで
いないか点検を行い、必要に応じて交換をしてください。

9-4　シーラー本体でシール作業を行う

9-5　印字状態の確認

9-6　電源ツマミをOFFにする

9-7　作業終了後の点検

電源ツマミ

100V15A 仕様機

200V仕様機

100V20A 仕様機




